
（
 逆
 

i         

卜
し
 
）
 

第
四
十
四
条
の
三
第
四
十
二
条
 

罰
金
に
処
す
る
。
 

2
 
 前
項
の
罪
 は
 、
告
訴
が
な
け
 

第
四
十
五
条
第
三
十
三
条
又
は
 

の
 一
一
 

れ
ば
 

第
四
 の

 規
定
に
違
反
 

公
訴
を
提
起
す
 

十
条
か
ら
第
四
 し

て
、
業
務
 

る
こ
と
が
で
 

十
二
条
ま
で
 上

知
り
得
 た
 

き
な
い
。
 

の
規
定
に
違
 人

の
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
六
月
以
下
 
の
 懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
 

反
し
た
者
 は
 、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
 
処
す
る
。
 

一 10 一 



一 
一 

第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
 
規
 定
 に
違
反
し
た
者
 

    
弔 弔 2 片ト 弔 

で
き
る
。
 

第
五
章
罰
則
 

口
 十
三
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
 該
 ヨ
 す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
 く
は
五
十
万
円
以
 F
 の
罰
金
に
処
し
、
 叉
 は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
 

一
 
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
 の
 規
定
に
違
反
し
た
者
 

二
 
虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
 免
許
を
受
け
た
者
 

前
店
 は
 東
一
号
の
罪
を
犯
し
た
者
が
、
助
産
 師
 、
看
護
 師
 、
准
看
護
 師
 又
は
こ
れ
に
 類
似
し
た
名
称
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
 き
は
、
二
年
以
下
の
懲
 

役
 若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
 、
 又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
 

口
 十
四
条
第
二
十
七
条
の
規
定
に
違
反
 し
て
故
意
苦
し
く
は
重
大
な
過
失
に
よ
 り
 事
前
に
試
験
問
題
を
漏
ら
し
、
又
は
故
 意
 に
不
正
の
採
点
を
し
 仁
 

者
は
、
一
年
以
 F
 の
懲
役
又
は
五
十
万
円
 は
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

口
 十
四
条
の
二
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
 に
 該
当
す
る
者
 は
 、
六
月
以
下
の
懲
役
 若
 し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
 又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
 

一
 
第
十
四
条
第
一
項
 叉
は
 第
二
項
の
規
 定
 に
よ
り
業
務
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
 者
 で
、
当
該
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
期
間
中
 に
 、
業
務
を
行
っ
た
も
の
 

が
で
き
る
。
 

2
 
 前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
 
に
 委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
仝
 

刀
で
 
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
 
支
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
 

第
九
 は
む
美
 
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
 
受
託
事
務
と
す
る
。
 

第
四
十
二
条
の
四
こ
の
法
律
に
規
定
す
 る
 厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
 
労
 働
 省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
 
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
十
条
第
六
項
並
び
に
第
二
十
四
条
 

ぬ
 
弔
 
三
項
並
び
に
第
十
五
条
第
七
項
後
段
に
 

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
三
 

頃
 に
お
い
て
準
用
す
る
 

同
 

法
 第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
 

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
 

事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
 

法
律
第
六
十
七
号
二
男
二
条
 

か弟 

四 
王 王 『 " 圭 
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異
常
妊
産
婦
等
の
処
置
禁
止
）
 

三
十
八
条
助
産
 師
は
 、
妊
婦
、
産
婦
、
 
じ
 よ
く
 婦
 、
胎
児
又
は
新
生
児
に
異
常
 が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
医
師
の
診
療
 を
 求
め
さ
せ
る
こ
と
を
 要
 

し
、
 自
ら
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
処
置
を
 し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
臨
時
 応
自
 ゅ
 の
手
当
に
つ
い
て
ほ
、
こ
の
限
り
で
な
 @
 
O
 

Ⅰ
 
@
 
円
 
Ⅴ
 

保
健
指
導
義
務
及
び
証
明
書
等
の
交
付
 圭
 
義
務
）
 

三
十
九
条
業
務
に
従
事
す
る
助
産
前
 は
 、
助
産
又
は
妊
婦
、
 
じ
 よ
く
 婦
 苦
し
く
 は
 新
生
児
の
保
健
指
導
の
求
め
が
あ
っ
た
 場
合
は
、
正
当
な
事
由
が
 

な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
  
 

分
 べ
ん
の
介
助
又
は
死
胎
の
検
案
を
し
た
 助
産
前
 は
 、
出
生
証
明
書
、
死
産
証
書
 ヌ
 は
死
胎
検
案
書
の
交
付
の
求
め
が
あ
っ
 た
 場
合
 は
 、
正
当
な
事
 

由
 が
低
け
れ
 ば
 、
こ
れ
を
拒
ん
で
ほ
な
ら
 な
い
。
 

証
明
書
等
の
交
付
に
関
す
る
制
限
）
 

口
 十
条
助
産
前
 は
、
 自
ら
分
べ
ん
の
 介
 助
 又
は
死
胎
の
検
案
を
し
な
い
で
、
出
生
 証
明
書
、
死
産
証
書
又
は
死
胎
検
案
書
を
 交
付
し
て
ほ
な
ら
な
い
。
 

異
常
死
産
児
の
届
出
義
務
）
 

口
 十
一
条
助
産
前
 は
 、
妊
娠
四
月
以
上
 の
 死
産
児
を
検
案
し
て
異
常
が
あ
る
と
 靭
 晒
 め
た
と
き
は
、
二
十
四
時
間
以
内
に
所
 轄
警
 展
ホ
署
に
そ
の
旨
を
届
 

け
 出
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
。
 

助
産
前
録
の
記
載
及
び
保
存
）
 

口
 十
二
条
助
産
前
が
分
べ
ん
の
介
助
を
 し
た
と
き
ほ
、
助
産
に
関
す
る
事
項
を
 遅
滞
な
く
助
産
 録
 に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
 う
な
い
。
 

前
項
の
助
産
 録
 で
あ
っ
て
病
院
、
診
療
所
 又
は
助
産
所
に
勤
務
す
る
助
産
前
が
行
 っ
た
 助
産
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
病
院
 、
診
療
所
 叉
は
 助
産
所
 

の
 管
理
者
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
助
産
に
 関
す
る
も
の
は
、
そ
の
助
産
前
に
お
い
 て
 、
五
年
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
 う
な
い
。
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
産
録
の
記
載
 事
 頃
 に
関
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
こ
 れ
を
定
め
る
。
 

秘
密
保
持
義
務
）
 

口
 十
二
条
の
二
保
健
 師
 、
看
護
 師
 又
は
 准
看
護
 師
は
 、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
 

そ
の
業
務
上
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
 し
て
は
な
ら
な
い
。
保
健
 

師
 、
看
護
 師
 又
は
准
看
護
 師
 で
な
く
な
 っ
 た
 後
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
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百
二
ロ
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
場
合
 は
 、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

2
 
 保
健
師
及
び
助
産
前
 は
 、
前
項
の
規
 定
 に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
条
に
規
定
す
 る
 業
を
行
 う
 こ
と
が
で
き
る
。
 

（
准
看
護
前
業
務
の
制
限
）
 

第
三
十
二
条
准
看
護
 師
 で
な
い
者
は
、
 第
六
条
に
規
定
す
る
業
を
し
て
は
な
ら
 な
い
。
た
だ
し
、
医
師
法
又
は
歯
科
医
師
 法
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
 

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
氏
名
、
住
所
等
の
届
出
義
務
）
 

第
三
十
三
条
業
務
に
従
事
す
る
保
健
 師
 、
助
産
 師
 、
看
護
 師
 又
は
准
看
護
 師
は
 、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
二
年
ご
と
の
 年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在
 

に
お
け
る
氏
名
、
住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
 省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
当
該
 年
 の
 翌
 佳
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
そ
の
就
業
地
の
 都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
三
十
四
条
削
除
 

（
保
健
 師
 に
対
す
る
主
治
医
の
指
示
）
 

第
三
十
五
条
保
健
 師
は
 、
傷
病
者
の
療
 責
 上
の
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
主
治
 の
 医
師
又
は
歯
科
医
師
が
あ
る
と
き
は
、
 そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

（
保
健
 師
 に
対
す
る
保
健
所
長
の
指
示
）
 

第
三
十
六
条
保
健
 師
は
 、
そ
の
業
務
に
 関
し
て
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
の
 長
の
指
示
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
に
 従
 わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 た
 

だ
し
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な
い
 
 
 

（
医
療
行
為
の
禁
止
）
 

第
三
十
七
条
保
健
 師
 、
助
産
 師
 、
看
護
 師
 又
は
准
看
護
 師
は
 、
主
治
の
医
師
父
 ほ
 歯
科
医
師
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
を
除
 く
ほ
か
、
診
療
機
械
を
使
用
 

し
 、
医
薬
品
を
授
与
し
、
医
薬
品
に
つ
い
 て
 指
示
を
し
そ
の
他
医
師
又
は
歯
科
医
 師
 が
行
 う
 の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
 生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
 行
 

為
 を
し
て
ほ
な
ら
低
い
。
た
だ
し
、
臨
時
 応
急
の
手
当
を
し
、
又
は
助
産
前
 が
へ
 そ
の
緒
を
切
り
、
 涜
 腸
を
施
し
そ
の
他
 助
 産
 師
の
業
務
に
当
然
に
付
 

臆
 す
る
行
為
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
 で
な
い
。
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第
三
十
一
条
 

看
護
 師
 で
な
い
者
は
、
第
五
条
に
規
定
す
 
る
 業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
 
医
師
法
又
は
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
 
年
 法
律
第
二
 

2
 
 保
健
 師
 助
産
前
看
護
 師
 試
験
委
員
に
 関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
 

第
二
十
四
条
削
除
 

（
准
看
護
 師
 試
験
委
員
）
 

第
二
十
五
条
准
看
護
 師
 試
験
の
実
施
に
 関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
 に
 、
都
道
府
県
に
准
看
護
 師
 試
験
委
員
を
 置
く
。
 

2
 
 准
看
護
 師
 試
験
委
員
に
関
し
必
要
な
 事
項
は
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。
 

第
二
十
六
条
削
除
 

（
試
験
事
務
担
当
者
の
不
正
行
為
禁
止
）
 

第
二
十
七
条
保
健
 師
 助
産
前
看
護
 師
試
 験
 委
員
、
准
看
護
 師
 試
験
委
員
そ
の
他
 保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
 師
 国
家
試
験
、
 
看
護
 師
 国
家
試
験
又
は
准
看
 

護
師
 試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
 っ
か
 さ
ど
る
者
は
、
そ
の
事
務
の
施
行
に
当
 た
っ
て
は
厳
正
を
保
持
し
、
不
正
の
行
為
 
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
 

ぼ
 な
ら
な
い
。
 

（
政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）
 

第
二
十
八
条
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
 の
ほ
か
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
 ま
で
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
指
定
又
は
養
 成
 所
に
関
し
て
必
要
な
事
項
 

は
 政
令
で
、
保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
前
 国
家
試
験
、
看
護
 師
 国
家
試
験
又
は
准
 看
護
 師
 試
験
の
試
験
科
目
、
受
験
手
続
 そ
 の
他
 試
験
に
関
し
て
必
要
 

な
 事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。
 

第
四
章
業
務
 

（
保
健
前
業
務
の
制
限
）
 

第
二
十
九
条
保
健
 師
 で
な
い
者
は
、
 
保
 健
師
 又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
名
称
を
用
 い
 て
、
第
二
条
に
規
定
す
る
業
を
し
て
は
 
な
ら
な
い
。
 

（
助
産
助
業
務
の
制
限
）
 

第
三
十
条
助
産
 師
 で
な
い
者
は
、
 
睾
一
 案
に
規
定
す
る
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
 
。
た
だ
し
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
 律
 第
二
百
一
口
 こ
 の
規
定
に
基
 

（
看
護
 師
 業
務
の
制
限
）
 

づ
い
て
行
う
場
合
 は
 、
こ
の
限
り
で
な
い
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な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
 

三
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
 師
養
 成
功
至
 れ
十
 

業
し
た
者
 

三
 
免
許
を
得
た
後
三
年
以
上
業
務
に
従
 重
 し
て
い
る
准
看
護
 師
 又
は
高
等
学
校
 苦
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
て
い
 
る
 准
看
護
 師
 で
前
二
号
に
 

規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
 
一
 
一
年
以
上
修
業
し
た
毛
の
 

口
外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
 関
す
る
学
校
苦
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
 し
、
 又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
 師
 免
許
に
 相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
 

者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
一
号
 又
は
第
 二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
 ほ
び
 技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
 

（
准
看
護
 師
 試
験
の
受
験
資
格
）
 

第
二
十
二
条
准
看
護
 師
 試
験
は
 、
 次
の
 各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
 け
れ
 ば
 、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
 
Ⅰ
。
 

，
レ
 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
 
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
 

る
学
科
を
修
め
た
者
 

三
 
文
部
科
学
省
令
，
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
従
 い
 、
都
道
府
県
知
事
 の
 指
定
し
た
准
看
護
 師
 養
成
所
を
卒
業
し
 た
者
 

二
 
前
条
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
 に
 該
当
す
る
者
 

四
 
外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
 関
す
る
学
校
苦
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
 し
、
 又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
 師
 免
許
に
 相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
 

者
の
う
ち
、
前
条
第
四
号
に
該
当
し
な
い
 者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
 に
 従
 い
 、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
 た
も
の
 

第
二
十
二
条
の
二
厚
生
労
働
大
臣
は
 、
 保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
前
国
家
試
験
 苦
し
く
は
看
護
 師
 国
家
試
験
の
科
目
若
し
 く
は
実
施
若
し
く
は
合
格
者
 

の
 決
定
の
方
法
又
は
第
十
八
条
に
規
定
す
 6
 基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
 あ
 ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
 か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
 文
部
科
学
大
臣
又
は
厚
生
労
働
大
臣
 は
 、
第
十
九
条
第
一
号
苦
し
く
ほ
第
一
日
 5
 、
第
二
十
条
第
一
号
苦
し
く
は
第
二
号
 、
第
二
十
一
条
第
一
口
三
石
 
し
 

く
は
第
二
号
 又
は
 前
条
第
一
号
苦
し
く
は
 第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
よ
う
 と
す
る
と
き
ほ
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
 審
 議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
 

れ
ば
 な
ら
な
い
。
 

（
保
健
 師
 助
産
前
看
護
 師
 試
験
委
員
の
設
 置
 ）
 

第
二
十
三
条
保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
 師
 国
家
試
験
及
び
看
護
 師
 国
家
試
験
の
 実
施
に
関
す
る
事
務
を
 っ
 か
さ
ど
ら
せ
る
 た
め
、
厚
生
労
働
省
に
保
健
 

師
 助
産
 師
 看
護
 師
 試
験
委
員
を
置
く
。
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試
験
の
実
施
）
 

十
八
条
保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
的
国
 家
 試
験
及
び
看
護
 師
 国
家
試
験
は
 、
厚
 生
 労
働
大
臣
が
、
准
看
護
 師
 試
験
は
 、
都
 道
府
県
知
事
が
、
厚
生
 労
 

働
 大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
毎
年
少
 な
く
と
も
一
回
こ
れ
を
行
う
。
 

保
健
 師
 国
家
試
験
の
受
験
資
格
）
 

十
九
条
保
健
 師
 国
家
試
験
は
、
看
護
 師
 国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
第
二
十
 
一
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
 あ
っ
て
、
か
つ
、
次
の
各
 

号
 の
い
ず
れ
ひ
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
 れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
 @
1
l
O
 

@
 
し
 
Ⅴ
 

一
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
 い
て
六
月
以
上
保
健
 師
に
 

な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
 

三
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
保
健
前
震
 成
 所
を
卒
業
し
た
者
 

三
 
外
国
の
第
二
条
に
規
定
す
る
業
務
に
 関
す
る
学
校
苦
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
 し
、
又
は
 外
国
に
お
い
て
保
健
 師
 免
許
に
 相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
 

者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
前
二
号
に
掲
げ
 る
 者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
 有
す
る
と
認
め
た
も
の
 

助
産
 師
 国
家
試
験
の
受
験
資
格
）
 

二
十
条
助
産
 師
 国
家
試
験
は
、
看
護
 師
 国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
次
条
各
ロ
 ョ
 の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
 、
か
つ
、
次
の
各
号
の
い
 

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
 こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

一
文
部
科
学
省
令
。
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
毛
の
と
し
て
、
 文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
 
い
て
六
月
以
上
助
産
に
関
 

す
る
学
科
を
修
め
た
者
 

三
 
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
助
産
 師
霞
 成
 所
を
 巫
 ・
 
業
 し
た
者
 

三
 
外
国
の
第
三
条
に
規
定
す
る
業
務
に
 関
す
る
学
校
苦
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
 し
、
叉
は
 外
国
に
お
い
て
助
産
前
免
許
に
 相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
 

者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
前
二
号
に
掲
げ
 る
 者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
 有
す
る
と
認
め
た
も
の
 

看
護
 師
 国
家
試
験
の
受
験
資
格
）
 

二
十
一
条
看
護
 師
 国
家
試
験
 は
、
 次
の
 各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
 け
れ
 ば
 、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
 
Ⅰ
。
 

@
 

一
文
部
科
学
省
令
。
厚
生
労
働
省
令
で
 定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
 文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
 い
て
三
年
以
上
看
護
 師
に
 

    
弔 （ 弔 ロ 
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師
 と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
 
て
 、
こ
れ
を
行
う
。
 

中
 「
都
道
府
県
知
事
又
は
医
道
審
議
会
の
 委
員
」
と
あ
る
の
は
「
准
看
護
 師
 試
験
 委
員
」
と
、
「
第
九
項
又
は
第
十
一
項
む
 
%
 段
 」
と
あ
る
の
 ほ
 
「
第
十
 

六
項
」
と
、
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
 の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
 も
の
と
す
る
。
 

毬
 
善
二
項
苦
し
く
は
第
九
項
の
規
定
に
 よ
り
都
道
府
県
知
事
が
意
見
の
聴
取
 若
 し
く
は
弁
明
の
聴
取
を
行
う
場
合
、
第
十
 
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
 医
 

道
 審
議
会
の
委
員
が
弁
明
の
聴
取
を
行
 う
 場
合
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
 准
 看
護
 師
 試
験
委
員
が
弁
明
の
聴
取
を
行
う
 場
合
に
お
け
る
当
該
処
分
 

ほ
 つ
い
て
ほ
、
行
政
手
続
法
第
三
章
案
 
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
）
の
 規
 定
は
 、
適
用
し
な
い
。
 

（
政
令
へ
の
委
任
）
 

第
十
六
条
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
 ほ
か
、
免
許
の
申
請
、
保
健
 師
籍
 、
 助
 産
前
 籍
 、
看
護
 師
 籍
及
び
准
看
護
 師
籠
め
 登
録
、
訂
正
及
び
抹
消
、
 尭
 

許
 証
の
交
付
、
書
換
え
交
付
、
再
交
付
、
 返
納
及
び
提
出
並
び
に
住
所
の
届
出
に
 関
し
て
ほ
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。
 

第
三
章
試
験
 

Ⅱ
試
験
の
内
容
）
 

第
十
七
条
保
健
 師
 国
家
試
験
、
助
産
前
 国
家
試
験
、
看
護
 師
 国
家
試
験
又
は
准
 看
護
 師
 試
験
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
健
 師
 、
助
 珪
肺
、
看
護
 師
 又
は
准
看
護
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け
 
第
十
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
 の
 規
定
は
、
准
看
護
 師
 試
験
委
員
が
前
 項
の
規
定
に
よ
り
弁
明
の
聴
取
を
行
う
場
 含
は
 つ
い
て
準
用
す
る
。
 こ
 

の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
項
 中
 
「
前
項
」
 と
あ
る
の
は
「
第
十
六
項
」
と
、
「
前
条
 第
一
項
」
と
あ
る
の
 ほ
 
「
前
条
第
二
項
 」
と
、
第
十
二
項
 中
 
「
 
第
 

十
項
箭
項
 後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
 賛
 え
 て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
 る
の
は
「
第
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
 第
十
項
」
と
、
第
十
三
項
 

何
 
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
筆
蹟
 の
 規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
を
し
 よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
 よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
 

代
え
て
、
准
看
護
 師
 試
験
委
員
に
、
当
該
 処
分
に
係
る
者
に
対
す
る
弁
明
の
聴
取
 を
 行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

二
 当
該
処
分
の
内
容
及
び
根
拠
と
な
る
 

条
項
 

三
 当
該
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



知
事
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
 
る
 事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
 当
該
処
分
に
係
る
者
の
氏
名
及
び
住
 
所
 
E
 

了
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
意
見
の
聴
取
の
 終
結
後
に
生
じ
た
事
情
に
か
ん
が
み
 必
 要
 が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
 知
事
に
対
し
、
前
項
の
規
定
 

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
返
戻
し
て
 主
宰
者
に
意
見
の
聴
取
の
再
開
を
命
ず
 き
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
政
手
 続
法
 第
二
十
二
条
第
二
項
 

本
文
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
仝
 口
は
 つ
い
て
準
用
す
る
。
 

8
 
 厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
処
分
の
決
 定
 を
す
る
と
き
は
、
第
六
項
の
規
定
に
 よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
並
び
に
調
書
尺
 び
 報
告
書
の
写
し
の
内
容
を
 

十
分
参
酌
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
 ば
 な
ら
 な
い
。
 

9
 
 厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
 の
 規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
を
し
 よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
 対
し
、
当
該
処
分
に
係
る
者
 

に
 対
す
る
弁
明
の
聴
取
を
行
う
こ
と
を
 求
 め
 、
当
該
弁
明
の
聴
取
を
七
っ
て
、
厚
生
 労
働
大
臣
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
 代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

祀
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
明
の
聴
取
を
 行
う
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
 ほ
 、
弁
明
の
聴
取
を
行
う
べ
き
日
時
ま
で
 に
 相
当
な
期
間
を
お
い
て
、
 

当
該
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
 る
 事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
 ぼ
 な
ら
な
い
。
 

一
 
前
条
第
一
項
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
 ヨ
該
 処
分
を
し
よ
う
と
す
る
旨
及
び
そ
の
 内
容
 

二
 
当
該
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
 

玉
弁
明
の
聴
取
の
日
時
及
び
場
所
 

Ⅱ
Ⅱ
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
項
に
規
定
 す
る
場
合
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
に
 よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
代
え
て
、
 医
 道
 審
議
会
の
委
員
に
、
当
該
 

処
分
に
係
る
者
に
対
す
る
弁
明
の
聴
取
を
 
ほ
 わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
 に
お
い
て
は
、
前
項
 中
 
「
前
項
」
と
あ
 る
の
は
「
次
項
」
と
、
「
 都
 

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
 大
臣
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
 を
 適
用
す
る
。
 

は
 
第
十
項
 箭
項
 後
段
の
規
定
に
 よ
 り
 笘
 
訊
み
 替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
 の
 通
知
を
受
け
た
者
 は
 、
代
理
人
を
出
頭
 さ
せ
、
か
つ
、
証
拠
書
類
 叉
 

は
 証
拠
物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

は
 
都
道
府
県
知
事
 叉
は
 医
道
審
議
会
の
 委
員
は
、
第
九
項
 叉
は
 第
十
一
直
ご
 
刊
段
 の
 規
定
に
よ
り
弁
明
の
聴
取
を
行
っ
た
 と
 き
は
、
聴
取
書
を
作
り
、
 
こ
 

れ
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
当
該
処
分
の
 決
定
に
つ
い
て
の
意
見
を
記
載
し
た
報
土
 口
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
 し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

は
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
項
又
は
第
 九
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
立
 思
 見
の
聴
取
又
は
弁
明
の
聴
取
を
行
う
場
 含
 に
お
い
て
ほ
、
都
道
府
県
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Ⅰ
。
 

@
 

行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
 

県
の
 」
と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
 

に
 第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
 

中
 「
 
行
 政
庁
」
と
あ
る
の
ほ
 
一
都
 

道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
十
九
条
第
一
 

項
中
 「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
 

也
 政
令
で
定
め
る
者
」
と
あ
る
の
 

ほ
 「
 
都
 道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
 

職
員
」
と
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
 

第
 二
項
及
び
第
四
項
 
中
 「
行
政
庁
」
と
あ
 

る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
 

、
同
法
第
二
十
四
条
第
三
 

項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
 

中
 「
行
政
庁
 
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
 

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

5
 
 厚
生
労
働
大
臣
 
は
 、
都
道
府
県
知
 
宙
 
ヲ
 か
ら
当
該
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
を
 

証
す
る
書
類
そ
の
他
意
見
の
聴
取
を
行
う
 

上
 で
必
要
と
な
る
書
類
を
求
 

6 
分四 め 
の条都 ら 
決 筆道 れ   
に項 早場 
つ の如 今 
い規事 に 
て 定は は 
の に 

  連 意 よ 筆 
見 り 三や 
を 同項 か 
記条 の に 
載 舅親 そ 
し 一定 れ 
た 項に ら 

意 のよ を 
完調 り 当 
善書意 該 
を没 見都 
伸 びの道 
成同聴府 
し 柔取 県 

、 第を知 

  
書翰 含送 
反音 に村 
び書 お し 
報めれな 
告提て け 

書 出 、 れ 
のを 第は 
写受四 な 

しけ 1 負 う 
を た に な 
添 と お い 
え き れ 
て ほ て 
  

  ぎ士 

6 皿 

生 こ み 
労れ 替 
@ ら え 
大 をて 
王侯 準   
提 すす 
出 る る 
し と 行 
な と 政 
け も 手 
れ に 続 
ば 、 法 
な 圭 策 
ら 該 二 
な 辺土 

4 
含 と 事 斗 ⅠⅤ Ⅱ ハ コ 

を 、 が 行す 
竃 同前政 る 

む法 項手意 か 弔 の続 見 

  「の 朋と 

」 

受 

， Ⅰ -- T   
動 ｜ 

l 

  
  く 。 と 

    
「 す 肺病 

・ 肖 る取県 
・ 言乙乏 上昇 」 知 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

3
 
 厚
生
労
働
大
臣
 は
 、
前
条
第
一
 項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
 消
 処
分
を
し
 よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
 に
 対
し
、
 

 
 

当
該
処
分
に
係
る
者
に
 

 
 

け
れ
 ば
 な
ら
な
い
。
 

2
 
 都
道
府
県
知
事
は
 、
 前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
 処
 分
 を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
 じ
め
准
看
護
 師
 試
験
委
員
の
意
見
を
聴
か
 
 
 

ハ
 
免
許
取
消
し
又
は
業
務
停
止
の
処
分
の
 

手
続
）
 

第
十
五
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
 
ぬ
 
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
処
分
を
 

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
 
 
 

に
お
い
て
ほ
、
第
十
二
条
の
規
定
を
準
用
 す
る
。
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准
看
護
 師
籍
 ）
 

十
一
条
都
道
府
県
に
准
看
護
 師
籍
 を
備
 え
 、
准
看
護
 師
 免
許
に
関
す
る
事
項
を
含
 一
 
録
す
る
。
 

免
許
の
付
与
及
び
免
許
証
の
交
付
）
 

十
二
条
免
許
は
、
保
健
 師
 国
家
試
験
、
 
助
産
的
国
家
試
験
苦
し
く
ほ
看
護
 師
国
 家
 試
験
又
は
准
看
護
 師
 試
験
に
合
格
し
た
 者
の
申
請
に
よ
り
、
保
健
 

師
籍
 、
助
産
前
篇
苦
し
く
は
看
護
 師
籍
又
 は
 准
看
護
 師
籍
 に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
 つ
て
行
う
。
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
 、
 免
許
を
与
え
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 保
 健
師
 免
許
証
、
助
産
 師
 免
許
証
苦
し
く
ほ
 看
護
 師
 免
許
証
又
は
准
 

看
護
 師
 免
許
証
を
交
付
す
る
。
 

意
見
の
聴
取
）
 

十
三
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
保
健
帥
先
 許
 、
助
産
前
免
許
又
は
看
護
 師
 免
許
を
 申
請
し
た
者
に
つ
い
て
、
第
九
条
第
三
号
 に
 掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
 

と
 認
め
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
甲
斐
 Ⅰ
に
係
る
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
と
す
る
 と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
申
請
者
に
 そ
の
旨
を
通
知
し
、
そ
の
 

求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
 の
 指
定
す
る
職
員
に
そ
の
意
見
を
聴
取
 さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

都
道
府
県
知
事
は
、
准
看
護
 師
 免
許
を
中
 請
 し
た
者
に
つ
い
て
、
第
九
条
第
三
号
 に
 掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
、
同
条
 の
 規
定
に
よ
り
准
看
護
 

師
 免
許
を
与
え
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
 、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
申
請
者
に
そ
の
 巳
 
日
を
通
知
し
、
そ
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
 は
 、
当
該
都
道
府
県
知
事
 

の
 指
定
す
る
職
員
に
そ
の
意
見
を
聴
取
さ
 せ
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
。
 

免
許
の
取
消
、
業
務
停
止
及
び
 再
 免
許
）
 

十
四
条
保
健
 師
 、
助
産
 師
 苦
し
く
は
 看
 講
師
が
第
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
 該
 当
 す
る
に
至
っ
た
と
き
、
又
は
保
健
 師
 、
 助
産
 師
 苦
し
く
ほ
看
護
 師
 

と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
の
 あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
 は
、
 そ
の
免
許
を
取
り
消
し
、
 

又
は
 期
間
を
定
 め
て
そ
の
業
務
の
停
止
を
 

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

准
看
護
 師
 が
第
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
 該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
、
又
は
准
看
 講
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
 為
 の
め
っ
 仁
 と
き
は
、
 

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
免
許
を
取
り
消
 し
、
又
は
 期
間
を
定
め
て
そ
の
業
務
の
 停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

前
 二
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
処
分
を
受
け
 た
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
そ
の
 取
 消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
項
に
該
当
し
な
 く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
 

他
 そ
の
後
の
事
情
に
よ
り
再
び
免
許
を
与
 え
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
 に
 至
っ
た
と
き
ほ
、
 
再
 免
許
を
与
え
る
こ
 と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
 

3 2 
  

2 
  

2 弔 ハ 弔 （ （ 弟 め弟 ， 
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二
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
 

保
健
 師
 、
助
産
前
、
看
護
 師
 又
は
准
看
 護
師
 

三
心
身
の
障
害
に
よ
り
保
健
 師
 、
助
産
 m
 、
看
護
 師
 又
は
准
看
護
師
の
業
務
を
 適
正
 

も
の
 

口
 

麻
薬
、
大
麻
 又
は
 あ
へ
ん
の
中
毒
 者
 

（
保
健
 師
籍
 。
助
産
前
 籍
 
・
看
護
 師
籍
 ）
 

第
十
条
厚
生
労
働
省
に
保
健
 師
籍
 、
 助
 産
前
籍
及
び
看
護
 師
 籍
を
備
え
、
保
健
 師
 免
許
、
 の

 業
務
に
関
し
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
が
 
あ
っ
仁
者
 

に
 行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
 労
働
省
令
で
定
め
る
 

助
産
 師
 免
許
及
び
看
護
 師
 免
許
に
関
す
る
 事
項
を
登
録
す
る
。
 

ヱ
盲
護
 師
の
定
義
）
 

第
五
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
看
護
 師
 」
と
ほ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
 け
て
、
傷
病
者
苦
し
く
ほ
 じ
 よ
く
婦
に
対
 す
る
療
養
上
の
世
話
又
は
診
 

療
の
補
助
を
行
 う
 こ
と
を
業
と
す
る
者
を
 い
う
。
 

戸
 
准
看
護
師
の
定
義
）
 

第
六
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
准
看
護
 師
 」
と
は
、
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
 受
け
て
、
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
看
護
 師
 の
 指
示
を
受
け
て
、
前
条
に
 

規
定
す
る
こ
と
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
 者
を
い
う
。
 

第
二
章
免
許
 

（
保
健
 師
 ・
助
産
 師
 ，
看
護
師
の
免
許
）
 

第
七
条
保
健
 師
 、
助
産
 師
 又
は
看
護
 師
 に
な
ろ
 う
 と
す
る
者
 は
 、
保
健
 師
 国
家
 試
験
、
助
産
前
国
家
試
験
又
は
看
護
 師
国
 家
 試
験
に
合
格
し
、
厚
生
 労
 

働
 大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
Ⅰ
。
 

し
 

（
准
看
護
師
の
免
許
）
 

第
八
条
准
看
護
 師
 に
な
ろ
 う
 と
す
る
者
 は
 、
准
看
護
 師
 試
験
に
合
格
し
、
都
道
 府
県
知
事
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
。
 

（
欠
格
事
由
）
 

第
九
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 す
る
者
に
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
 免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
を
与
え
 
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

一
 
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
 者
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行
う
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
を
い
う
。
 

第
四
条
削
除
 

ロ
 
助
産
師
の
定
義
）
 

第
三
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
助
産
 師
 」
と
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
 
け
て
、
助
産
又
は
妊
婦
、
 じ
 よ
く
 婦
若
 し
 く
は
新
生
児
の
保
健
指
導
を
 

と
す
る
者
を
い
ろ
。
 

（
保
健
師
の
定
義
）
 

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
健
 師
 」
と
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
 
け
て
、
保
健
師
の
名
称
を
用
い
て
、
保
健
 
指
導
に
従
事
す
る
こ
と
を
 業
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